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ラ
イ
ン
上
り
の
想
出fタ

見

郎

大
正
十
二
年
の
秋
深
い
頃
、
閣
際
統
計
協
曾
曾
議
に
出
席
す

る
矯
め
、

ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ク
犬
島
T

の
休
眠
を
利
用
し
プ
ル
ツ

t

ル
に
向
っ
た
。
偶
然
に
ホ
テ
ル
の
廊
下
で
間
島
錦
治
先
生
が
柳

津
保
恵
伯
爵
と
快
談
し
て
ゐ
ら
れ
る
の
を
褒
見
し
た
の
で
あ

調，，--



る
。
岡
島
先
生
の
首
唱
で
-
フ
イ
ン
上
り
を
試
み
る
事
と
友
り
柳

津
保
承
民
と
小
生
と
が
加
は
り
都
合
三
人
で
腹
立
っ
た
の
で
あ

る
。
ナ
ル
ン
で
は
ド
1

ム
前
の
ホ
テ
ル
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ

る
が
、
英
国
に
軍
事
占
領
せ
ら
れ
人
心
は
安
ら
か
で
友
か
っ
た
。

先
生
は
ペ
デ
カ

l
所
載
の
地
闘
を
横
げ
磁
石
陀
よ
っ
て
方
向
を

定
め
、
我
等
二
人
を
案
内
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
早
朝
に
ラ

イ
ン
上
り
の
捻
に
上
っ
た
の
で
あ
る
が
、

ボ
ン
の
秋
景
色
は
党

生
を
引
常
つ
け
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
ン
沿
岸
の
風
物
は

い
づ
れ
も
先
生
K
と
う
て
想
出
mu
稀
お
ら
ざ
る
り
た
〈
、
時
わ

う
つ
る
を
忘
れ
て
夜
に
入
り
7

イ
ン
ツ
に
到
着
し
た
。
上
陸
す

る
と
占
領
地
の
軍
隊
と
濁
逸
人
と
の
感
情
が
尖
銑
化
し
血
膿
い

記
事
が
新
聞
紙
上
に
浦
載
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
、
克
分
の
注
意

を
排
っ
た
。
教
同
に
わ
た
る
悌
蘭
商
軍
隊
の
殿
軍
た
る
検
聞
を

通
過
し
て
ハ

4
デ
ル
ベ
ル
グ
に
到
着
し
た
の
は
共
の
翌
日
の
タ

刻
の
事
で
あ
る
。
此
所
は
昔
な
が
ら
の
大
事
町
と
し
て
ラ
イ
ン

沿
岸
の
非
常
時
風
景
と
は
自
ら
具
る
も
の
が
あ
る
。
十
四
世
杷

に
設
立
せ
ら
れ
た
濁
逸
最
古
の
大
事
。
所
在
地
で
あ
る
か
ら
、

事
h
物
h

い
づ
れ
も
先
生
の
歴
史
慾
を
そ
そ
ら
ざ
る
た
し
と
云

i阜
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文

ふ
様
子
で
あ
っ
た
。
占
領
地
で
は
安
心
し
て
味
へ
友
か
っ
た
-7

4
ン
酒
、

モ

l
ゼ
ル
摘
も
ハ
4
J
7
・
ル
ペ
ル
ゲ
に
は
豊
富
に
先
生

を
待
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
並
木
造
の
ホ
テ
ル
を
山
内
て
古
城
を

抜
け
ヰ
ツ
カ
ー
を
渡
り
哲
曲
学
者
選
に
足
を
の
ば
し
コ
落
ち
着
い

た
製
部
の
気
分
に
浸
る
の
が
数
日
間
の
日
課
で
あ
っ
た
。
電
報

に
感
じ
て
黒
E
巌
教
授
が
出
迎
え
に
来
ら
れ
た
の
で
、
先
生
は

ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
ク
を
会
的
ペ
ル
リ
ン
へ
向
は
れ
た
の
で
め
る
。

か
〈
し
て
曾
惑
の
地
の
繍
泡
闘
を
再
び
訪
れ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

7ι 
先
生
に
親
し
く
接
し
た
の
は
、

ラ
f
ン
上
り
の
此
の
二
週
間

で
あ
っ
た
が
、
蛍
時
の
印
象
は
強
〈
頭
に
残
っ
て
ゐ
る
。
第

に
先
生
は
股
健
そ
の
も
の
で
あ
り
普
通
人
に
は
到
炭
味
へ
友
い

人
生
を
持
っ
て
ゐ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
時
h
夜
ふ
か
し
の
事
が

る
っ
て
も
翌
日
は
早
く
床
を
蹴
り
身
仕
舞
を
す
ま
し
て
我
等
を

待
っ
て
ゐ
ら
れ
る
。
人
一
倍
に
味
売
が
優
れ
、
人
一
倍
に
酒
の

香
が
分
る
の
で
あ
る
。
減
多
に
自
動
車
を
利
用
せ
や
徒
歩
第
一

字
義
を
貫
き
時
h
電
車
に
莱
ら
れ
る
事
が
あ
っ
た
。
第
二
に
「
郷

に
入
つ
て
は
郷
に
従
こ
を
信
僚
と
し
て
西
洋
の
儀
植
を
曾
重

第
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九
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二
披

五

二
九
九



i邑
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し
服
装
飲
食
に
つ
き
種
止
の
注
意
を
沸
は
れ
た
事
で
る
っ
て
、

賓
は
設
等
の
叢
到
し
一
と
か
っ
た
撃
で
あ
る
包
こ
れ
、

ト
を
無
硯
す
る
事
を
得
意
と
す
る
所
謂
園
粋
主
義
者
と
は
異
る

ニ

手

ク

ヲ

所
で
あ
る
。
第
三
に
飽
く
ま
で
卒
民
的
に
行
動
し
、
か
の
鬼
面

人
を
嚇
か
す
と
一
五
ふ
様
友
気
持
を
徽
鹿
一
も
持
っ
て
ゐ
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
る
る
。
誰
彼
の
直
別
友
く
虚
心
坦
懐
に
接
し
て
行
か

れ
る
所
は
、
先
生
の
性
格
よ
り
生
れ
出
た
美
徳
で
る
ら
う
。

間
島
先
生
と
云
へ
ば
、
ハ
イ
デ
ル
ペ
ル
グ
の
並
木
道
を
元
気

〈

KKM
〆

円

。

』

》

L
・
1
・m
o
l
-』
〉

了

》

J
3
1
2
0
町
;

4

〈

t
ノ

l
η
J
f
f
芦
到
4
工
会
完
封
J
P
U
『

k
t
y
F

・E
雲

ω

年
と
共
に
加
は
っ
た
が
童
顔
は
依
然
と
し
て
愛
ら
や
。
永
遠
の

青
年
で
る
っ
た
所
に
、
岡
島
先
生
の
姿
を
見
出
だ
す
の
で
あ
る
。
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